






 

1,研究目的 

 加令にともなって,先天異常とくにダウン症候群の発生頻度が高くなること

は,既に,統計的にも実証されており,その原因として,成熟分裂時に発生した卵

の異常,さらに,卵胞内とか卵管内での卵の老化の関与が明らかにされてきてい

る。 

 しかしながら,具体的に高年令婦人卵巣から異常卵が発生し易いという問題

の解明は,未だ,充分に行なわれておらず,われわれは数年来,高年令婦人卵果の

電子顕微鏡による形態学的観察,また,卵そのものについては卵胞内の in vitro

における培養実験などを通じて,老化卵の機能面を分析してきた。 

本研究では,さらにこれらの一連の研究を進めることを目的としているが,実

験上副題の如く,高年令婦人の卵巣に関する形態学的研究と卵の老化過程に関

する研究を行なった。 


